
馬のウェルフェアのための馬スポーツ憲章 

 

国際馬術連盟(FEI)は、国際的な馬スポーツに係わるすべての者が、FEI 馬スポーツ憲章を遵守

し、いかなる場合にも馬のウェルフェアが最優先され、決して競技の勝敗または商業的な影響を

受けてはならないことに同意し、これを受け入れることを求めるものである。 

 

1. 競技出場への準備段階や競技馬の調教段階のいずれの時点においても、馬のウェルフェア

が他のどのような要求よりも優先されなければならない。 

 

2. 競技馬と選手は競技出場の許可を得る前に、コンディションが良好で競技参加にふさわしい

状態にあり、健康状態も良好でなければならない。 

 

3. 競技会が馬のウェルフェアを損なってはならない。 

 

4. 競技参加後の馬が十分な手入れをされること、また現役を退いた馬が人道的な扱いを受ける

ための最大限の努力をしなければならない。 

 

5. FEI は馬術スポーツに係わるすべての者が、競技馬のケアおよび管理に関連する各々の専

門分野において、可能な限り高いレベルに到達するよう推進する。 

 

FEI CODE OF CONDUCT FOR THE WELFARE OF THE HORSE - FEI 

https://inside.fei.org/sites/default/files/Code_of_Conduct_Welfare_Horse_1Jan2013.pdf 

FEI 馬スポーツ憲章 - 日本馬術連盟 

https://www.equitation-japan.com/about_02.html 

基本原則と理念 - 日本社会人団体馬術連盟 

httpｓ://www.jbg.jp/about/principle 
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＜＜ 必読 ＞＞ 

社会人 貸与馬戦の心得 

 

ウィークエンドライダーが中心の社会人にとって、誰が乗るかわからない競技に大切な馬を貸し

てくださる乗馬クラブや大学は、とてもありがたいものです。また、これらの馬がいなくなれば、

我々の競技会は 1 試合も成り立ちません。皆様が、一戦一戦大切に乗ってくださることで、貸して

下さる乗馬クラブや大学との繋がりも広がります。社会人だからこそ、皆様の良識と経験を頼りに

競技会を開催しておりますが、以下の点につきまして特に皆様のご理解を頂きたいと思います。 

 

1. 馬を大切にしてください。 

 馬は、1回限りの使い捨て自転車ではありません。会ったこともない自分のために、力を尽く

して競技してくれるのです。自分の馬と同じように扱い、丁寧に乗りましょう。その場の成績に

目がくらんで、行き過ぎた騎乗をしないように気遣いましょう。 

2. 貸してくださる団体の方に挨拶を。 

 参加費を払っていても、馬を借りることには変わりありません。馬にもそうですが、貸してくだ

さる方にも、乗る前の「よろしくお願いします」 乗った後の「ありがとうございました」の一言を

忘れずに。競技の結果で挨拶が変わるようでは社会人の名が泣きます。 

3. 馬の悪口を言わない。 

 競技はミズモノです。常に誰かが負け、誰かが勝ちます。原因はあなたかも知れないし、馬

かも知れない。単に折り合いが悪いのかも知れないし、運が悪かったのかも知れない。どん

な結果でも、次へつながるものへとしたいですね。「勝てば馬のせい、負ければ自分のせい」

は全世界共通の馬乗りの基本です。ましてや、借りている馬に対し悪くいうのはもってのほか。

品位を疑われてしまいます。 

4. 最後まで面倒を見ましょう。 

 馬装を目の前でしていても前でぼーっと見ていたり、汗だらけの馬をそのまま渡したりせず、

競技時間の許す限りは最優先で馬の面倒を見ましょう。どこの、誰の馬でも、その時に自分

が乗ったら、手入れまでが自分の責任です。できない場合には、一言、やってくださる方に

断りましょう。「社会人に貸すと馬ピカピカにして返してくれるんだよな」こんな言葉がいつか

聞けるといいですね。 

 

 お互いに気持ちよく、楽しく競技をしたい、というのは、共通の願いだと思います。社会人競技

のこれからの発展のためにも、皆で協力していきましょう。一人一人の小さな行動が、社会人馬術

の未来へつながっているのです。 

皆様のご協力に心より感謝いたします。 

 

 

 

 


